


ウソ

口をついて出た言葉

キライなんてウソ

ウソと強がりばかり言うこの口にチャック

しょうがないと苦笑いするあなた

そんなに簡単に流さないで

キライなんてウソ

だってずっと誰よりあなたに恋してる



かけひき

広い背中を見つめて

好きだと告げるその唇

いたずら好きな君

追いかけて

そっと瞳を閉じて

何も知らない君にささやく

恋のかけひきは私の負け

手を離して

私に自信を持たせて



矢じるし

わたしからあなたへ

一方向の想い

わたしがあなたを好きだってこと

見たら分かるんだって

あなたからわたしへ

一方向の想い

あなたがわたしのことを大切にしてること

ちゃんと伝わってくる

でもね

わたしとあなたの想いが同じではないこと

知ってるよ



鳥

寂しくはないの

小さなウソはちくりとこころを刺す

飛んでくる鳥に手を差し出して

君の目はどこを見ている

いつまでも待つわ

見えない縛りにこころがいたむ

鳥は自由に空を飛ぶものよ

君の手は何をつかむ



道のり

いつの間にか恋に落ちていたこと

ある日それに気付いたの

けっして最初から好きだったわけじゃない

ただの知り合いにすぎなかったから

でもあなたの優しさに触れるたび

ふわりふわり

あたたかい想いが積み重なっていった

あなたの隣にいるのが幸せだと感じること

それは特別な存在へと変わっていく道のり



夢

どうして

首をかしげるわたしにあなたは告げる

いつになく真剣な表情で

あなたからもらった言葉を繰り返す

どういう想いで言ったの

悩み悩みぬいて

答えは出ないまま

夢ならさめないで

もう少しだけここにいさせて



境界線

友だち以上恋人未満

いまの気持ちをスパッと言い当てるフレーズ

あなたとわたしの境界線

踏み込んでもいいですか

あなたへの思いであふれているわたしのこころ

勇気を出して

正直にそのこころに触れられたなら



ハート

好きと言えなくて

素直になれないとき

さりげなくメールに入れた

ピンク色の小さなハート

言葉はないけど

それだけで想いは伝わる


